胃癌のMolisch陽性ムコ多糖類と胃粘膜対応成分との比較 第二報 ムコ多糖類(MPS)Iについて 第四報 ムコ多糖類(MPS)IVについて by 川崎 裕也
胃癌のMolisch陽性ムコ多糖類と胃粘膜対応成分と































































































































































































































 第2表  胃癌組織及ぴ人胃粘膜の型ムコ多糖類の組成と比旋度
 分析及ぴ比旋度
 窒素a
 総ヘキソサミンb
 グルコ』茸}ン比
 ガラクトサミンb
 ガラクトースc
 L一フコースd
 シアリン酸e
 灰分f
 ヨード消費量(グ
 ルコースとして)9
 [α]D(溶媒・水)
 ムコ多糖類(MPS〉1
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30.833.131.732.7
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11.910.7
1.51.3
2.73.0
2.0
31.2
9.4
8.1
1.5
2.7
1.8
30.7
10.3
8.1
1.4
2.9
 一18.80-18.3()一18.80一・20.60
 (22。C)
胃粘膜
 AABBO型
5.55.75.35.4
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1.4
28.1
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 aKjeldahl微量法'b正宗・吉沢の方法.c正宗・坂本の方法dDische・
 Shettlesの改良法・eWemer・Odinの方法.f硫酸を使用せざるPreg1法.
 gMacleod・Robiso11の方法;癌性B型MPSIのヨード消費量は収量僅少のため行
 い得なかった.
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 及びガラクトース含量,MPSIにおいては窒素及びトフコース含量に,癌・非癌の差或は血
 液型による顕著な差違を認めない.MPSIVでは,窒素及びL一フコース含量は非癌性のもの
 に高かった、il)シアリン酸は一般に癌性のものに多い.iii)グルコサミン/ガラクトサミン比
 はムコ多糖体性型質に於ては一般に型により値を異にするのであるが,著老も非癌性MPSIで
 は血液型によるこの差異を見出した.然し癌性MPSIではこの差異がなかった.MPSIVで
 は,非癌性物質で型による差異が賜に著明でなく,従って癌性MPSIVでは癌性変化として特
 に型間の区別がなくなったと言う事実を認め得なかった.iv)ヨード消費量には全物質につい
 て型による相違があると認められない.癌性及び非癌性MPSIと癌性MPSIVの値はほゾ等
 しいのに,非癌性MPSIVのみが高い値を与え,分子の枝分れの多岐なることを示唆した、
 5)水溶液の旋光度を測定せるに,すべての物質は左旋丁生であり,非癌性型ムコ多糖類は血
 液型の異なるに従ってその値を異にした,癌・r生物質では型による差異が殆んど認められず,且つ
 それらに対応する非癌性のMPSI或はIVのうち最も左旋性なるO型質よりも更に左旋1生で
 あった.MPSIは同型の癌或は非癌1生材料からのMPSIVよりも左旋「生が強い.第2表参照、
 6)A型に属する型ムコ多糖類について沈降定数と固有粘度から分子量を算出し,又分子軸
 比を比較した.第3表に示した如く,癌性のものは非癌性対応物質よりいづれもや・軸比を大に
 し,しかもわずかに低分子であった.MPSIVはMPSIよりほ虻2倍程度の分子量をもつて
 いる.
 第3表A型MPSI及びIVの分子軸比及ぴ分子量
物質
MPS
1
I
V
材料
胃癌
胃粘膜
胃癌
胃粘膜
血
液
型
A
A
偏比容
 (20。C〉
0.6181
0.625
 A,0、638
A 0.636
分子軸比容積分率
 肺腋献とし触状として
65.4
54.9
120.7
98.3
28/1
25/1
40/1
35/1
96/1
 8・/i「
177/1
144/1
分子量沈降定数
 (S2。,ゆ)(x104)
 ×1013睡状とし遍状として
4.20
4.84
5.81
6.55
7.7
8.9
17.3
18.8
11.1
12.8
26.9
28.8
 7)型ムコ多糖類は催貧血作用(1<IK作用)を示さないが,トキソホルモン作用を有して
 'いた.
 なお,最後に,著者は以上のうち癌r生変化として癌性MPSI及びIVに共通な所見を次の
 如く一括指摘しておる.
 1)A及びB型々作用の活性度低下.
 2)シアリン酸含量の増加・
 3)グルコサミン/ガラクトサミン比の型による差異の欠除.
 4)旋光度の型による差異の消失.
 5)分子軸比の増大と多少の低分子化.
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審査結果要旨
 L論文は癌細胞構成型ムコ多糖体の化学的研究であって,疵細胞の化学的本態に関する,本
 来この種の研究は正常細胞に於て4)極めて寡く,これは高分子有機成分を天然且つ純粋の形で単
 離することガ甚だ困難なる故であって,とくに癌細胞高分子成分の化学的研究としてはわずかに
 DNAについて小数の報告があるに過ぎない.か・る意味に於て本論文は劃期的のものと言う可
 きである.もとより以前同教室、ヒりこの種の報文か若干公刊されておるが,物質の単離方法及び
 製品“)検討方法が今日の原理から見て幼稚不完全のものに過ぎなかった・
 2.所見中注目す可きは
 i)同一臓器に類似の型ムコ多糖体が1種類以上存在することを入念なる分割方法によって
 立証せること・
 ii)地種Molisch一陽II生ムコ…多糖体と異なり,これP)の型ムコ多糖体がマンノース、グルコ
 ース,ペントース等を有せざることは従来の多くの型ムコ多糖体に関する見解を確実にし
 たこと,
 iii)両型ムコ多糖体は定性的組成は互に同一であるが定量的には異なり,特に,グルコサミ
 ン/ガラクトサミン比は一般にABO式型ムコ多糖休に於て型により特異的であるとされ
 ておるが,MPS工Vにはこれを見ず,しかも型作用はMPSIと殆んど異ならなかった
 こと.
 iv)これらの型ムコ多糖体が癌性のもののみでなく正常のものもトキソホルモンー活性である
 こと.
 v)癌組織型ムコ多糖体は非癌性胃粘膜の相当するものより,型活性度,シアル酸含量,旋
 光度,分子軸比,分子量,グルコサミン/ガラクトサミン比等に於て相違せることを癌性
 変化として指摘したこと.
 V)の癌性変化の大部分は所謂「生物学的未熟」構造説(正宗)を支持する、これは癌細胞が形
 態学的に未熟であると同様にその高分子成分は構造上未熟であることを証明せるものであって,
 貴重な生化学的所見と云う可く,癌学に寄与するところ大なりと信ずる・のみならず,2・i)一iv)
 に記載せる事実も生化学の基本的知見として将来重視されるであろう・
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